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＜外来情報＞

· 鈴木　恵美子様～風邪症状は良くなったとの事。

· 中居　松男様～携帯電話を購入するとのことで、手帳持参で半額になると話している。

· 平　康子様～グループホーム入居に向けて、自室の整理を行っているとの事。

· 長瀬　紘一郎様～レストランでの昼食時、うどんを食べてむせ込んだとの事。

· 奥山　以依子様～兄より8万円貰い、青山荘へ5万9千円支払い、残金で外来、通所費の支払いを済ませるとの事。

· 柳町　信之様～尻の状態はたいぶ良くなってきたとの事。ナイトケア利用については、週1回月曜日に行く予定であると話している。

· 前野　義勝様～姉様が入院中であったが退院したと話している。

· 中居　美津子様～膝の痛みあり、民間療法と市販薬で対応しているとの事。

＜利用者様情報＞

○村井　節子様　（56）統合失調症

定時に来所されないため電話連絡するが、気分的な不調があり欠席したいと話す。昨夜も就床前薬は服用していないとのことだが、本人は「良く眠れた。今朝6時に起きた時は調子が良かったが、7時から9時に眠ったあと気分的に調子が悪くなった」と話している。自宅で休養したら調子が戻るようであるか伺うと、「戻れそうだ」と話す。服薬していない事もあり、病状の変化が心配なため、時折状況確認の電話を入れる事を伝え、本人も了解されている。また、次回受診時に主治医へ相談してみるよう促している。

○今野　容子様（73）統合失調症

　6/12より、大腸ポリープ切除術のため八戸赤十字病院入院中であったが、6/14退院し、本日よりデイナイトケア利用開始となっている。

○山田　健次様　（70）統合失調症

　　先日「悩み事があってそれが解決するまで行けない」と話していた件の詳細について、昨日「膝が痛い」「お金がなくて行けない」と話す。膝痛については、ナイトケアに来てからも食事のためレストランへ移動しなければならないことや、帰宅の際、バス停から自宅までの距離があるため、「少し億劫だ」との事。金銭面（年金2級受給中）については、タバコ購入（約1万円）やコーヒーを飲みに行く分は削りたくないと話す。また、以前から膝痛のため整形受診していたが、「お金がなくて行けない。電気をかけても良くならないし、お金もかかるから」と話している。昨日、来所直後は膝痛、担当のスタッフが居ないからという理由で帰ろうとされる事あるが、担当スタッフとの話し合いで参加、余暇時には窓の外を眺めながらブツブツと話し続けている事ある。

○森田　清助様　（53）統合失調症

　6/12左足首に痛みを感じたとのことで、6/13赤田外科医院を受診している。通院先担当医より、痛みがなくなるまで通院するように言われたと話されている。6/14腰痛のためナイトケアを欠席しているが、赤田外科より坐骨神経痛の診断を受けているとの事。本日は、昼頃に本人より遅刻すると電話連絡あり、赤田外科受診と市役所へ行かれるとの事。体調、病状の変化から、衝動的行動に至った経過もあるため様子観察していく。

＜青山荘情報提供・交換　～デイケアでの様子報告～＞

○宮　陽子様（56）統合失調症　デイケア利用中

・長期目標　　・就労

　　　　　　　　・一人暮らし

・短期目標　　・毎日通所し、生活リズムを整える

　　　　　　　　・服薬規律を守る

（追加情報）　

　4/24デイケア通所開始。一時は、「デイケアで馬鹿話をしているより働きたい」「ストレスで胃がムカムカする」とうみねこ幸房利用を希望された時期もあったが、現在は訴え聞かれず、当初の目標である『通所して生活リズムを保つ』が出来つつある事を本人へ伝えている。主治医より、「いずれは幸房も考えている」と説明があったとの事で、しばらくは“デイに毎日通所する”“服薬規律を守る”を目標としているとの事。服薬については、「前は何かやらなければ・しなければと、せかせかしていたけど気持ちが和らいだ」「入院中、薬を飲むよう服薬教室で指導があり、3度のご飯と同じだと思ってます」と話している。また、対人面でのストレスについては、「今はまだデイには慣れていない」と話すが、少しずつメンバーと雑談する姿が見られており、他人のペースにイライラするような様子もなく落ち着いている。長期目標には、就労、単身生活をあげているが、当面は上記の短期目標に取り組む事、何かあればスタッフに相談するよう促している。

（青山荘より）

· 生活技術は比較的高い。

· 服薬は、毎食後に食卓に持って来ていただき、スタッフの見えるところで服薬して頂いている状態。

· 過去に、薬をトイレに流したり、窓の外に捨ててしまったりと、断薬による入退院を19回も繰り返している経過から、青山荘退所後の単身生活は難しいと考えている。（就労等の生活枠の拡大は可能だと思われるが、断薬を繰り返す可能性が非常に高いため生活の場では常にスタッフのフォローが必要と思われる。）

· 金銭面は、小遣い帳で管理し、現在のところ浪費する事はないが、外泊の際にタクシーを利用される等、交通費にかかっている。

· 定期的に外泊しているが、「お腹が痛い」等と何かと理由をつけては帰荘を延ばすことがある。

（今後の対応）

· 服薬セットの声掛け

プライドの高い方であるため、朝のミーティング等を利用し、メンバー全員に確認するようにする。それでも忘れている場合は、個別に声掛けしていく。

· 自主活動、余暇時について

特に何もすることなく、窓の外を眺めたり、ぼんやりとして過ごしている事がある。多趣味な方であるため、自主活動や余暇時間などを上手に利用して見るよう声掛けしていく。

　

○平　康子様（57）統合失調症　デイケア利用中

（青山荘より）

　今月末から来月始めまでに、ご家族と共にグループホームへ申請を出す予定。詳しい方向性が決まり次第、ケア会議実施予定。

（デイケアより）

· 本人が目標としていた『デイケアに来るまで3,000歩』は、最近3,000歩越えていることが少なく、「ただ、怠けているだけ」と話している。

· 外来前後、セルリアンにて飲食している様子。

